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季節性インフルエンザ及び新型コロナウイルス感染症に係る 

定期の予防接種について（周知依頼） 

 

厚生労働行政の推進につきましては、日頃より格別の御尽力を賜り厚く御礼申し上

げます。 

また、新型コロナウイルス感染症をはじめ、高齢者施設等における感染症への対応

につきまして、日々ご尽力を賜り重ねて御礼申し上げます。 

季節性インフルエンザ及び新型コロナウイルス感染症に係る予防接種は、予防接種

法（昭和 23 年法律第 68 号）第５条第１項の規定に基づく定期の予防接種（以下「定

期接種」という。）として、本年も各医療機関等で順次接種が可能となるところです。 

厚生労働省では、別紙１のとおり「季節性インフルエンザ及び新型コロナウイルス

感染症に係る定期の予防接種の実施に当たっての留意点等について（依頼）」（令和８

年９月 18 日付け厚生労働省健康・生活衛生局感染症対策部予防接種課、医薬局医薬

安全対策課事務連絡）において、定期接種の実施に当たっての留意点等を整理し、各

都道府県、市町村、特別区衛生主管部（局）宛に事務連絡を発出したところです。 

新型コロナワクチンは、重症化予防効果が比較的長時間持続することから、重症化

予防を接種の主な目的として 65 歳以上の方等を対象に定期接種を実施しています。

なお、新型コロナウイルス感染症で基幹定点医療機関に入院した患者は 60 代で約

1,110人、70代で約 3,060人、80歳以上で約 5,600人となっており（※１）、80歳以

上の年代で特に入院する方が多い傾向にあります。また、令和７年度における新型コ

ロナウイルス感染症の死亡者数は約 21,500 人であり、そのうち 65 歳以上が 98％、

80 歳以上が 81%と 80 歳以上の年代で特に多い傾向があります。このように、高齢者

は重症化リスクが高く、年齢が高いほど疾病負荷が高いことから、高齢者施設等の入

所者等への定期接種の機会の確保が重要と考えられます。 

つきましては、貴部局におかれましても定期接種の対象となっている入所者等がワ

クチンの接種を希望される場合に、その機会を逸することのないよう、別紙の情報提

供資材等を御活用いただき、対象者等への周知に御協力いただくよう貴管下の市町村

及び高齢者施設等への周知を徹底いただくようお願いいたします。 
（※１）新型コロナウイルス感染症に関する報道発表資料（発生状況）2026 年（2025 年 12 月 29 日～2026 年８

月２日） 
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指定都市 

中 核 市 



 

（※２）人口動態統計（概数） 

○新型コロナワクチン定期接種に関する情報提供資材一式（出典：厚生労働省） 

下 記 リ ン ク 先 又 は 二 次 元 コ ー ド か ら ダ ウ ン ロ ー ド が で き ま す 。

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_covid-19-resources.html  

 

 

 



65歳以上の方などを対象に

新型コロナワクチン
定期接種を実施しています。

の

新型コロナウイルス感染症とワクチン

65歳以上の方 60～64歳で
心臓や腎臓、呼吸器の機能に障害があり
身の周りの生活を極度に制限される方。
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に
障害があり日常生活がほとんど不可能な方。

接種できる期間 10月1日~翌年３月31日 ※自治体によって実施期間が異なる場合があるため、
　詳細は、お住まいの市町村（特別区を含む。以下同じ）
　にお問い合わせください。

令和 8 年10月

使用するワクチン

接種対象者

薬事承認で得られた有効性・安全性の知見を踏まえて、審議会（厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会）で
評価し、定期接種において使用できることとしたものとして、以下のメーカーのワクチンが接種可能です。医療
機関によって接種できるワクチンが異なる場合があるため、詳細は、お住まいの市町村にお問い合わせください。

・ファイザー社 ・モデルナ社  ・第一三共社
・Meiji Seikaファルマ社（レプリコンワクチン） ・武田薬品社

mRNAワクチン 組換えタンパクワクチン

〈今年度の定期接種で使用できるワクチン〉 ※順不同

出典:https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001144459.pdf

○新型コロナによって重症化する割合は、65歳以上の年代で高く、重症化しやすい
この年代の方を対象に10月から定期接種を実施しています。

○研究や調査の違いにより差があるものの、高齢者における新型コロナの重症化リスク
はインフルエンザと同等かそれ以上という報告があります。

○2026年1月～３月の新型コロナによる死亡数は約2,500人であり、インフルエンザに
よる死亡数の約1,000人を上回る数となっています。

出典：厚生労働省.人口動態統計https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/81-1a.html

各ワクチンの特性等の
詳細については

こちらをご確認ください。



各社のワクチンについて、以下のような副反応が報告されています。また、頻度は不明ですが、重大な副反応として、
ｍRNAワクチンについては、ショック、アナフィラキシー、心筋炎、心膜炎が知られており、組換えタンパクワクチンに
ついては、ショック、アナフィラキシーが知られています。

○新型コロナワクチンは、有効性や安全性が確認された上で薬事承認されており、さらに、国内外で実施された研究に
おいて、新型コロナによる入院などの重症化を予防する効果が報告されています。

○2024/25シーズン（令和6年秋冬の接種）において用いられたJN.1系統対応ワクチンの効果として、新型コロナ
による入院を約45～70％程度予防した等の報告が国内外でなされています。

○新型コロナは、冬だけでなく夏にも流行がみられます。2024/2025シーズンのワクチン（JN.1系統対応）について、
接種から約半年が経過した翌年の春から夏の時期においても、60歳以上の方の入院を予防する効果がある可能性を
示唆する報告がなされています。

○定期接種はお住まいの（住民票のある）市町村（特別区を含む。以下同じ）で実施されます。
○接種を受ける場所や費用についての詳細はお住まいの市町村にお問い合わせください。

定期接種を受ける方法・費用

ワクチンの効果

ワクチンの安全性

予防接種は、感染症を予防するために重要なものですが、健康被害（病気になったり障害が残ったりすること）が起こる
ことがあります。極めてまれではあるものの、副反応による健康被害をなくすことはできないことから、救済制度が設け
られています。
制度の利用を申し込むときは、予防接種を受けたときに住民票を登録していた市町村にご相談ください。

新型コロナワクチンの有効性・安全性などの詳しい情報については、厚生労働省
ホームページの「新型コロナワクチンについて」のページをご覧ください。

ホームページをご覧になれない場合は、お住まいの市町村等にご相談ください。

筋肉痛、悪寒、関節痛、
発熱、下痢、腫れ※１

痛み※１、疲労、頭痛 痛み※１、疲労 痛み※１、倦怠感 痛み※１ 痛み※１、疲労、
筋肉痛、頭痛

頭痛、筋肉痛、関節痛、
悪寒、リンパ節の腫れ、
吐き気・嘔吐

熱感※１、腫れ※１、赤み※１、
かゆみ※１、しこり※１、
頭痛、発熱、筋肉痛

倦怠感、頭痛、悪寒、
筋肉痛、関節痛、発熱、
めまい、腫れ※１、
しこり※１、赤み※１

倦怠感、関節痛、
吐き気・嘔吐

各社の添付文書より厚労省において作成　　※1:ワクチンを接種した部位の症状　※2：接種後７日以降のワクチンを接種した部位の症状

発現割合

10%以上
50%未満

赤み※１、リンパ節の
腫れや痛み、嘔吐、疼痛

発熱、腫れ※１、赤み※１ 赤み※２、腫れ※２、かゆみ※２、
熱感※２、しこり※２、痛み※２、
リンパ節の腫れや痛み、
発疹、腋の痛み

かゆみ※１、下痢、
吐き気、嘔吐

腫れ※１、しこり※１、
赤み※１、発熱、四肢痛１%以上

10％未満

50％以上

ファイザー社 モデルナ社 第一三共社 Meiji Seikaファルマ社 武田薬品社

検 索厚労 コロナ ワクチン

出典：VERSUS Study第12報（2025）、MMWR.2025;74:73-82、Nat Commun. 2025;16:4033

症状

お問合せ先

他のワクチンとの同時接種
新型コロナワクチンは、インフルエンザワクチンや帯状疱疹ワクチン、
高齢者に対する肺炎球菌ワクチンとの同時接種が可能です。

予防接種健康被害救済制度について


